
①「県外にも大野の魅力を伝
え、地域をもっと盛り上げるには」
②地域の特産品をテーマにしたイ
ベントを行い、県外にも魅力を発信
する。③イベントなどをすることで、
県外に大野の魅力が伝わり、地域
の雰囲気も良くなり、経済的にも豊
かになるなどたくさんのメリットがあ
ると思う。 

①「商品の販売を通じて人との
つながりを広げていきたい！」②趣
味のハンドメイド作品の写真や作成
動画をＳＮＳに載せ、作品の魅力を
多くの人に知ってもらう。③自分も
将来、洋野町を誇りに思えるような
商品を作り、販売にも挑戦したい！

①「挑戦することは大事」②学校
行事、アルバイト、ボランティア、オ
ープンキャンパス等に積極的に参
加する。③自分の可能性を広げた
い。 

①「健康に関する知識を身につ
けておくと将来に役立てることがで
きる」②(ｱ)健康食品の開発(ｲ)地
域活動への参加(ｳ)オープンキャン
パスへの積極的参加③自分も地域
の人の健康に携わっていきたい。 

①「大人の人から聞いた洋野町
の魅力」②【魅力】(ｱ)星の見やすさ
が日本一(ｲ)牛乳がとてもおいしい
(ｳ)事前豊かで虫が少ない(ｴ)大野
のブドウは鉄分が多くて貧血の方に
おすすめ(ｵ)パークゴルフ公認【課
題】(ｱ)人手不足(ｲ)商品の人気が
ない(ｳ)人口減少③インターネット
を使い、洋野町の商品や魅力を紹
介し、全国から人を呼び寄せ、「洋
野町はこんなにいいところなんだ
ー。」と知ってもらいたい。 

①興味のあることを見つけ、将
来のために視野を広げる」②公務員
についての知識を増やすため、ネッ
トで調べる、実際に大人に聞く、イ
ンターンに行くなどの活動をする。
③人は一人では生きていけない。
誰かの役に立つことがしたい。 

①「自分の進路の目標につい
て」②(ｱ)高校生活で、コミュニケ
ーションが取れる人になるために、
先輩や同級生、先生に日々挨拶を
心がける。(ｲ)学校や家族の手伝い
などを日々心がける。③自分が役
に立つ存在になりたいから、就職活
動で自分を生かせる仕事に就ける
ようにする。 

①「小さな地域からでも努力を
すれば色々なことに挑戦できる！」
②(ｱ)気になったことには自分から
積極的に取り組む。(ｲ)地域の課題
などに目を向け地域にもっと興味を
持ち人との関わりを広げる。③講師
の方の、最初は無理と言われること
もあったが、挫折することなく前を
向いて次へ進もうとする姿に関心を
持った。 

①「地域の人の繋がり、助け合
いと、洋野町の魅力」②【魅力】(ｱ)
美味しいものがたくさんある(ｲ)日
本一星の見やすい展望台がある(ｳ)
自然が豊か(ｴ)酪農が盛ん【課題】
(ｱ)少子高齢化(ｲ)仕事場が少ない
(ｳ)人口減少③(ｱ)商品などを開発
してみたい(ｲ)もっと色んな人と交
流したい(ｳ)魅力をもっと発信した
い(ｴ)地域の課題をぶっ壊す 

①地域を盛り上げるものづくり
②(ｱ)地域の良さをＳＮＳで発信(ｲ)
地域の良さを広めて地元に残る人
や若い人を増やし、地域を活気づけ
る③ものづくりの可能性の大きさが
わかった！ 

①「挑戦することの大切さ」②
(ｱ)オープンキャンパスや校外活動
などの進路活動に積極的に参加
し、様々な情報を集める。(ｲ)一度
は外に出てたくさんの経験をする。
③色んな方と関わり自分の進路の
視野を広げ、将来自分ができること
を増やしていきたい。 

①「色々な人に会って視野を広
くしたい」②自分は進路が決まって
いないので、アルバイトをしてみる。
③自動車関係の仕事に就きたい。 

①「洋野町の魅力を全国へ」②
【魅力】(ｱ)外国の人とも交流してい
る(ｲ)パン・牛乳がおいしい(ｳ)星空
の見えやすさ日本一【課題】(ｱ)人手
不足(ｲ)洋野をもっといろんな人に
知ってもらう③今、自分ができるこ
とは、ＳＮＳを使って洋野の魅力や特
産物を伝えたり、実際にいろんなと
ころに行って呼びかけたりすること。

①「洋野町の良さと課題」②【魅
力】(ｱ)日本一の星空観光地(ｲ)パ
ークゴルフが本州１位【課題】(ｱ)人
口減少(ｲ)仕事場が少ない③愛され
る商品を洋野町の特産品としてイン
ターネットで販売したい。 

①「洋野町の良いところと課題
点」②【良いところ】(ｱ)全国一の星
空観測地(ｲ)地域の牛乳からできて
いるゆめ牛乳(ｳ)全国で活躍する大
野木工(ｴ)パークゴルフの公認コー
ス【課題】(ｱ)人口減少(ｲ)少子高齢
化(ｳ)認知度③(ｱ)インターネットや
ＳＮＳを利用して洋野町の良さを全
国に広める(ｲ)高校卒業後は洋野町
に残り、地域の活性化に携われる職
業に就きたい。 

①「洋野町の魅力について大人
から学んだこと」②【すごいところ】
(ｱ)大野ゆめ牛乳がおいしいところ
(ｲ)星が見えやすいところ(ｳ)自然
豊かで人が優しい(ｴ)みんなから使
われる大野木工【課題点】(ｱ)人口
減少(ｲ)洋野町のいいところを発信
し切れていない③何度も挑戦したと
いうことを聞いて、自分から発信し
ていろいろな人と繋がりを持ってい
きたいと思いました。 
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発行責任者： 校長  北田 義徳 

大野高校通信 
令和４年度  第 ８ 号 １１月２４日発行 

★「自身の将来を考える→→やる気スイッチＯＮ！」（「業種理解セミナー」１０／２８ 於久慈東高校） 

 同じく１年生は県北広域振興局主催の「高校生を対象
とした業種理解セミナー」に参加しました。久慈地域の
民間企業１２社と、公的機関（久慈市役所・消防署・警察 

署）が設けたブースを生徒が巡回して説明を聞きまし
た。これを機に生徒の心に火が付いて、進路意識と学
力、ひいては地元就職率も向上してくれれば幸いです。 

1 年生は、今年度半年間の「総合的探究の時間」の学習の成果として、大野高祭（10/14～15）と、洋野町文化祭（11/3～
7）で、展示発表を行いましたので、以下にその発表内容をダイジェストで紹介します。 

★「大野の未来を考える」研究成果を発表～1 年生総合的探究の時間～ 

★展示発表の概要★ ①テーマ ②学び・気づき ③感想・抱負 



 

薬物乱用防止教室（１０／２５） 

 

  

  

 

授業力向上の取組に係る個別訪問（１０／2５） 

 

同窓会東京支部総会（1１／１２） 

看護の出前授業（１０／３１） 福祉のしごと紹介事業（１１／１） 

衛生委員会（1１／１） 

（配付資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1/4（水）3 年進学課外（～1/8） 
    １・2 年冬季課外（～1/6） 
1/11（水）始業式・学校安全の日・休み明けテスト 
    服装検査・給食なし 
1/13（金）自動車学校通学許可証交付式② 
    ２年進研記述模試（～1/14） 
1/14（土）１年進研記述模試・大学入学共通テスト（～1/15） 
1/18（水）久慈地区高総文祭（～1/19） 
1/20（金）英検③一次・漢字検定③ 
1/26（木）岩手県立高校推薦入試 
1/27（金）3 年後期末考査 

1２/１（木） 2 年代休（～12/2） 
1２/６(火)同窓会特別講演会 

14:40～15:40 於本校体育館 
講師：（株）ヘラルボニー副社長 松田 文登 氏 

※観覧ご希望の方は本校宛て電話でお問合せください。 
（℡0194-77-2125 〈担当〉副校長） 

1２/１３（火） 三者面談（～12/15） 
1２/１４（水） GTEC（2 年普通コース） 
1２/2３（金） 終業式・給食なし 
12/25（日） 3 年進学課外（～12/28） 
12/29（木） 学校閉庁日（～1/3） 

★１２月～１月の主な予定 

★学校の様子（１０月～1１月の校内行事等から） 

 久慈保健所環境衛生課千田
課長等を講師としてお迎えし、
薬物に対する正しい知識や、適
切な意思決定と行動選択ができ
る能力の必要性をご指導いただ
きました。また、保健所の仕事
についても説明がありました。 

 

 希望生徒１０名が、県看護協会、種
市病院、種市保健センターのご協力
の下、看護師、保健師の方々から、そ
れぞれの仕事内容、魅力、体験談、
資格取得の方法等を学びました。ま
た、後半は手指消毒、赤ちゃん人形
抱っこ、心臓音聴取、脈拍の取り方等
を実習し、貴重な体験となりました。 

 希望生徒１０名が、県社会福祉
協議会のご協力の下、特別養護
老人ホーム久慈平荘の下道相
談員から、高齢者福祉の仕事に
関する講習を受けました。久慈
平荘は日頃行事で交流している
施設であり、そこで働く職員の生
の声は非常に参考になりました。 

 県教委鳩岡指導主事をお迎えし、
黒澤教諭によるＩＣＴ機器を活用した
数学の授業をご覧いただきました。
数学の場合、例えば空間図形を認
識する場合に、タブレット等のＩＣＴ
機器の活用は効果的であり、今後と
も教師の授業力向上を追究します。 

３年保健講話（1１／８） 

本校の産業医兼学校医の、大
野診療所長、中村晴彦先生をお
迎えし、衛生委員会を開催しまし
た。労働者数５０人未満の事業所
では衛生委員会設置の義務はあ
りませんが、本校では中村先生
の勧めで、職員の健康障害防止
のため毎年１回開催しています。 

校内研修会（1１／１５） 

 「体重の管理と生活習慣病」と題
して、県立軽米病院理事の横島孝
雄先生より、３年生を対象に保健講
話を行っていただきました。本県の
健康課題の現状や、一人暮らしを
始めるに当たって留意したい健康
管理の方法等をお話しいただき、
生徒は真剣に耳を傾けていました。 

都内で３年ぶりの
支部総会が開かれ、
１２名の出席がありま
した。本部からは、
野田会長と、顧問で
ある校長が参加し、
期待と激励の言葉を
多数頂戴しました。 

 県男女共同参画センター
の佐藤卓氏を講師として、
「多様な性のあり方」と題す
る校内研修会をオンラインで
行いました。生徒から性に関
する相談を受けた際の対応
等について、具体的に教えて
いただき参考になりました。 

★「バスケット部新人戦県大会進出!!」（部活動各種大会の結果） 

バスケットボール部「新人大会地区予選」 
1 回戦 大野 １０３-７８ 久慈東 

第 1 代表決定戦 久慈 ９５-７１ 大野 2 位で予選通過 
総合文化部 「第１７回洋野町文化祭展示部門」参加 

       １1/2（水）の昼に、地域の方から「本校生徒が、足の不自由なおばあちゃんの手を引いて横断歩道を一
緒に渡ってくれたこと」に対する感謝のお電話をいただきました。本校では「福祉でまちづくり」プロジェクトに参加して
いますが、このような優しさの輪が広がっていけば、大野はさらに住み良い里になっていくだろうと期待が膨らみました。 

★編集後記 


